
 

 

 

 

 

 

 

 

“ふるさと”の土台の上に   校長 関根 祐一 

目に眩しい新緑、木々の間からそよぐ心地

よい風、まさしく“風薫る”さわやかな５月に

なりました。過日の授業参観・懇談会では、ご

多用の折、多くの方にご出席いただき誠にあ

りがとうございました。また、本年度のＰＴＡ

役員さんをご選出いただきました。皆様のご

協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

改元という大きな節目を迎えた１０日間の

大型連休を過ごしましたので、本日の全校朝

会では「あらためて、しっかり頑張っていきま

しょう。」と子どもたちに伝えました。 

さて、私は、この連休の前と連休中、中富・

三富の地の春の２つのお祭に出かけました。

毎年４月２３日・２４日にある（夏の８月２３

日・２４日にもあります）『木ノ宮地蔵尊  

（富の地蔵様）の縁日』と、毎年５月１日にあ

る『多聞院様の寅まつり』です。 

地蔵様の縁日では、お堂が開きます。お堂の

天井板一枚一枚に描かれた綺麗な天井絵に、

深く豊かな歴史と文化を感じました。 

寅まつりでは、たくさんの花、特に牡丹の花

がとても綺麗に咲いていました。バスの特別

便があり、大変多くの人で賑わっていました。 

「地蔵様の縁日」も「寅まつり」も、この三

富の、そして中富の地ならではのお祭です。中

富の歴史と文化が息づく、とても素敵なお祭

でした。 

夏には、中富地区の盆踊りや、エステシティ

の夏祭、秋にはＰＴＡの皆さん・地域の皆さん

が協力して開催してくださる「中富小まつり」

もあります。地域の催し・行事に出向き、参加

していくことで、地域の方々の思いや願い・地

域の文化が、その行事の温かな風景や雰囲気

とともに心の中に積み重なって、“ふるさと”

ができていくのではないかと思います。 

 令和の時代となり、来年度からは、新学習指

導要領の全面実施となります。新たな取組を

進めていくこととなりますが、子どもたちに

『生きる力』を培うという目指すところは変

わりません。これからも、ふるさと中富の文化

を大切に、学校教育の変わらぬ目標に向け必

要となる新たな取組を着実に進めながら、新

しい時代を迎えていきたいと思っています。 

今月も、ご支援・ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所沢市立中富小学校 学校通信第２号 

令和 元年５月７日発行 

学校教育目標 

「なかよく かしこく たくましく」 

三つの約束 

○あいさつ 

○整理整頓 

○時間を守る 

中富小だより 

家庭訪問、よろしくお願いします。 

 ５月１４日（火）から、家庭訪問を計画させて

いただいております。教職員と保護者の皆様、地

域の方々、皆が一丸となり「中富ファミリー」で

子どもたちのよりよい育ちを支えていくには、

ご家庭と学校でお子さんの状況を共通理解して

いくことが不可欠です。ご多用の折とは存じま

すが、ご理解とご協力をお願いいたします。 

1 年生 45 名 4年生 54 名  

2 年生 51 名 5年生 58 名 

3 年生 47 名 6年生 56 名 

5 組    3 名 

全校児童数   314 名 

児

童

数 

中富小子ども見守り隊 

 子どもたちの登下校等を見守ってくださる方

を引き続き募集しております。ご都合のつく日

時にお力をお貸しください。現在３２名の方に

ご登録いただいております。よろしくお願いい

たします。登録先 中富小学校（担当 教頭） 

℡2942-0008 


